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令和元年度 厚生労働科学研究費補助金 

 

政策科学総合研究事業 

（臨床研究等 I C T 基盤構築・人工知能実装研究事業） 

 

分担研究報告書 

 

 

研究課題：集中治療領域における生体情報や診療情報等を活用した人
工知能（A I）の実装を推進するための基盤整備に係る社会

的・技術的課題等についての実証的研究（１９ＡＣ０２０

１） 

 

分担研究 3． I C U データ活用における標準化についてコンソーシアム

の設立 

 

研究分担者 

高木 俊介，橋本 悟，重光 秀信 

 

研 究 要 旨  

集 中 治 療 領 域 に お け る 生 体 情 報 や 診 療 情 報 等 を 活 用 し た 人 工 知 能
（ A I ）の実装の推進に向けて，多施設，多企業が連携してデータ収

集をする必要があり，各ステークホルダーが協力する体制の構築が不
可欠である．今年度はパネルデータ利用環境を構築する前段階として，

本研究プロジェクトを遂行するためのマネジメントをする役割である
協議会 (コンソーシアム )設立に向けた課題の整理と実施計画の立案

を行った． 

 集中治療室におけるデータ利活用に関する団体として，特定非営利

活動法人 集中治療コラボレーションネットワーク（I C O N）を設立し
た．集中治療室における各種データは時々刻々と変化していく時系列

データと様々な要素からなるクロスセクションデータからなりたつい
わゆるパネルデータの集積である．これを構造化し同じプラットフォ

ームで各施設が議論できる場を提供することが本団体のミッションで

ある． 

 

研 究 目 的  

本研究では，研究や臨床へのデータ利活用を目指したオールジャパ

ンの I C U データベース構築を目指している．データベース構築には，
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各病院からのデータを構造化して，集約することが不可欠である．こ

のデータベースに対し，データ利活用に関する法的，倫理的，技術的

な環境整備を可能とする事務局を備えたコンソーシアムの設立を目指

している． 

 

研 究 の 進 捗  

令和元年度に実施した調査において，海外（E p i m e d  S o l u t i o n）

および国内（千年カルテ）の先行事例を検証し，コンソーシアム設立

に向けた仮説課題と論点の整理を行い，それに基づいて設立に向けた

実施計画案を立案した． 

令和 2 年度では上記の計画案に基づき，コンソーシアムの設立に向

けステイクホルダー（日本集中治療医学会，遠隔医療学会および関係

団体・企業）との交渉を行い，設立に関する合意を形成し，事業構造

の 決 定 を 実 施 し た ． 当 初 計 画 案 で は J a p a n  I n t e n s i v e  C a r e  

A r t i f i c i a l  I n t e l l i g e n t  P r o j e c t  ( J I C A P )という名称を想定し

ていたが，ステイクホルダーとの合意形成の中で，J I C A P から集中治

療コラボレーションネットワーク( I c u  C O l l a b o r a t i o n  N e t w o r k :  

I C O N )と名称変更し，東京都に団体設立を申請した． 

 

 設立準備完了を受け，今後コンソーシアムの本格運営に向けて，定

期カンファレンスを実施し，用語整理および統一化や，データ構造の

可視化・構造設計を実施できる環境構築を進めている．同時に本研究

費終了後も恒常的な活動としていくための，事業範囲と戦略，管理体

制および資金計画を検討している．また，コンソーシアムにおいて，

学術団体，自治体，企業，大学病院などの役割分担を明確にし，各デ

ータ利活用プロジェクトの進行状況に合わせて，グループ協議や作業

が実施できるための利害調整，環境構築の方策を立案している． 
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